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今月号のここがポイント！

今月号は，2 月の新春講演会の講演内容，食品残渣の有効利用，多環芳香族炭化水素，

時限生分解性プラスチックにかかわる話題を掲載しました。

◎最初は，全固体電池の開発と大阪公立大学の開学に関する，二つの注目されている話

題についての講演内容をまとめたものです。

◎解説記事の 1 題目は，有用物質生産の基盤原料としてのポテンシャルは高いと考えら

れながらも，食品加工残渣として廃棄されているペクチンについて，その高付加価値

化に寄与する技術を紹介して頂きました。

◎ 2 題目は，新素材を作る上での鍵化合物として期待されながらも，合成が難しいとさ

れるジベンゾ [g,p ] クリセンの高生産性スキームの達成に寄与する話題を，これまでの

問題点の解釈や新しい合成法に関する提案を交えながら解説して頂きました。

◎ 3 題目は，深刻な海洋プラスチックごみ問題を解決する一つの手段として提案されて

いる時限生分解性プラスチックの中から，光スイッチ型加水分解性の生分解性プラス

チックの開発について解説して頂きました。
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